
 

 

 

 

 

１ 火災 

  令和６年は、清田区で１８件（前年比３件増）、全市で４２０件（前年比３５件増）の火災が発生しまし 

た。近年全市的に減少傾向でしたが、ゆるやかに増加傾向へ転じた模様で、今後注意が必要です。

（グラフ１） 

  行政区別では、清田区の火災発生件数は１０区中９位となっています。（グラフ２） 

   

出火原因は「電気関係」が多く、最近はリチウムイオンバッテリーの火災が増えています。 

なお全市で第４位の「たばこ」による火災は、清田区では発生しませんでした。（グラフ３） 

令和 6年 清田区消防概況    令和 7年（2025年）1月 札幌市清田消防署 

※各表・グラフの数値は令和 7年 1月 1日現在の速報値です。 

※全市の数値は清田区を含みます。 
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電気関係 

100

電気関係 4
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【表】町連別火災発生状況（令和６年、令和５年） 

 

町連 北野 清田中央 平岡 清田 里塚・美しが丘 

R6 ４ ３ １ ３ ７ 

R5 ３ ２ ５ ３ ２ 

 

【グラフ１】火災発生件数の推移（清田区、全市） 【グラフ２】令和６年 火災発生件数（行政区別） 

【グラフ３】令和６年 火災の５大原因（清田区、全市） 



2 救急 

   清田区内への救急出動は5,336件（前年比228件減）、全市では114，854件（前年比4,969

件減）となりました。（グラフ４） 

  

３ 救助 

 清田区内への救助出動は８２件（前年比４件増）、全市では 1,859件（前年比８９件減）となりま 

した。交通事故の割合が、全市より高い傾向です。（グラフ５） 

 

４ 危険排除 

  清田区内への危険排除出動は３５５件（前年比４０件減）、全市では7,946件（前年比６４０件減）と 

なりました。主な拠点病院が都心部に集中しているため、航空活動支援（ドクターヘリの離着陸支援）

の割合が全市より高い傾向です。（グラフ６） 

【グラフ６】令和６年 危険排除出動件数（清田区、全市） 
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【グラフ4】令和６年 救急出動件数（清田区、全市）

※「その他」は、火災、水難事故、交通事故、労働災害、運動競技、加害、自損行為、転院搬送、医師搬送など。 

交通 
事故 

【グラフ５】令和６年 救助出動件数（清田区、全市） 

※「建物事故」は、建物内で起こり救助が必要な事故。急病人の閉じ込めなど。 

※「その他」は水難事故、自然災害、機械による事故、ガス事故、虚報・誤報など。 

 

※「危険排除」は、災害に至るおそれのある異常燃焼、危険物の流出、建物倒壊危険など。 

※「その他」は自然災害、山岳事故の捜索、誤報・虚報など。 


